
水工学論文賞 受賞者一覧 
 
（１）平成１０年度（第１回）――水工学論文集第４２巻―― 

中川  一・高橋  保・澤田 豊明・石橋 晃睦 
  「豪雨性表層崩壊に起因する土石流の規模予測とＧＩＳを用いた避難行動の解析」 
 
（２）平成１１年度（第２回）――水工学論文集第４３巻――― 
        沖  大幹・虫明  功臣 
      「グローバルな河川流量データセットの構築と年河川流出量の変動特性の解析」 
 
（３）平成１２年度（第３回）――水工学論文集第４４巻――― 
     小池 俊雄・下茂  力・太田  哲・藤井 秀幸・柴田  彰 
   「陸面水文量分布のグローバル推定のためのマイクロ波放射計アルゴリズムの開発と検証」 
 
（４）平成１３年度（第４回）――水工学論文集第４５巻―― 
     長田 信寿・細田  尚・中藤 達昭・村本 嘉雄 
   「円柱周りの流れと局所洗掘現象の３次元数値解析」 
 
（５）平成１４年度（第５回）――水工学論文集第４６巻―― 

神田 学・稲垣厚至・Marcus Oliver Letzel・Siegfried Raasch 
「点計測乱流量の空間代表性に関する理論的検討 ―インバランス問題の物理的解釈―」 

 
（６）平成１５年度（第６回）――水工学論文集第４７巻―― 

関根正人 
「斜面崩落モデルを用いた網状流路の形成過程シミュレーション」 

 
（７）平成１６年度（第７回）――水工学論文集第４８巻―― 
    該当論文なし 
 
（８）平成 17年度（第 8回）――水工学論文集第４９巻―― 
    平林由希子、鼎信次郎、沖 大幹 
   「２０世紀の世界陸域水文量の長期変動」 
 
（９）平成 18年度（第 9回）――水工学論文集第５０巻―― 
    渡邊康玄 
   「モード干渉を考慮した砂州のモード減少過程」 
 
（１０）平成 19年度（第 10回）――水工学論文集第５１巻―― 
 角 哲也・村崎充弘・平 譲二・新房健一・名倉 裕・玉置晴朗 

   「PIV を用いたフラッシング排砂時の細粒土砂流出過程計測に関する研究」 


